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第３章

学習意欲の向上・確かな学力の育成
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テーマ７ 「学力の向上」

■ 背景(課題) 

全国学力・学習状況調査（平成２５年度、小・中学校対象）において、以下の

課題が明らかになった（図表１）。

また、近年、地域社会・家庭生活の変化により、地域や家庭での教育が難しく

なってきており、子どもたちの基本的な生活習慣、規範意識、学習意欲・態度な

どに課題が見られる。このため、学校において教員が子どもたち一人一人に目の

行き届いた指導を行うことが、一層求められている。

■ 関連する施策の実施状況

・きめ細かな指導の継続実施

引き続き小学校第１学年・第２

学年及び中学校第１学年で、少人

数学級の実施を継続するとともに、

市町村において、県が定める基準

によらない弾力的な学級編制を可

能とした。あわせて、ティームテ

ィーチングや学習集団を分割して

  指導する少人数指導を、継続して

実施している。

・学力状況の分析と指導改善法の

提示

平成２６年９月に、市町村・学

校が調査結果を独自に分析するた

めの「結果分析プログラム」（表計

算ソフト）とその活用マニュアル

を作成・配付した。

全国学力・学習状況
調査の項目

本県の調査結果(%) 本県の課題 取組の方向

国語や算数・数学の
勉強が好きと回答し
た児童生徒の割合     

国語小：56、中：55
算数・数学

小：65、中：56

児童生徒の教科の学
習への関心が低い。

・個に応じたきめ細かな
指導の充実や学習への
関心を高めるための授
業改善を図る。

・読んだり聞いたりした
ことを表現する活動を
充実させ、思考力・表
現力・判断力を高める
指導を工夫する。

学力調査の結果を
教育活動の改善に
活用した学校の割
合

全国と比較すると、
小学校 -32
中学校 -28

学力調査の結果等の
活用が全国に比べ非
常に低い。

教科に関する調査
の平均正答率の全
国との差

小：国Ａ-1.5、Ｂ-0.8
：算Ａ-1.0、Ｂ+1.1

中：国Ａ-0.1、Ｂ-0.3
：数Ａ+2.6、Ｂ+3.0

算数・数学に比べ、国語
がやや低い傾向がある。

【図表１】

【県としての改善の指針～「学力・学習状況

プラン」より～】
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また、学力向上推進委員会を設置して、「学力・学習状況充実プラン」の改

善を図り、授業アイディア、指導のポイント、学習プリントや取組チェックシー

トなどの具体例として、「授業アドバイスシート」（１１月に小学校版、１２月

に中学校版）を示した。

さらに、平成２７年２月には、本県が抱える課題解決のため、愛知県全体の

傾向を踏まえた「県としての改善の指針」を示すとともに、全市町村（名古屋

市を除く）の学校教育担当指導主事の参加を得て、「結果分析プログラム」を

活用した結果分析の方法や課題解決のための方策について研究協議を行い、

小・中学校における授業改善を働きかけた。

・学力充実プラン推進事業の実施

学力向上に向けた取組について実践的な調査研究を４市に委託し、その成果

を平成２７年３月に Web ページで配信した。

・教員の指導力向上

■ 取組の成果

・少人数学級の成果

少人数学級の対象となった学校へのアンケート調査では、小・中学校ともに

「個に応じたきめ細かい学習指導、生活指導ができる」「基礎的・基本的な学力

の定着、向上を図ることができる」などの声が聞かれ、一定の成果があったと

考えられる。

・個に応じたきめ細かな指導の充実（少人数指導）

本県では、全国学力・学習状況調査結果の活用が低い状況であったが、「学力・

学習状況充実プラン」による働きかけや、県内市町村の取組状況を紹介するこ

とにより、結果を活用した指導改善が進んだ（図表２）。

事業名 取 組 内 容

教育課程研究集会
「言語活動の充実」を主なテーマに、県内の優れた実践を持ち
寄り、よりよい指導の在り方を協議（県内の指導的立場にある
小・中学校教員約 860 名、26 分科会開催）

新任教務主任研修
（毎年度）

「確かな学力の向上をめざす教育の実践」について研究協議を
行い、現職研修や効果的な少人数指導等の在り方について協議

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成

委託した市 研 究 内 容

豊明市
学力の向上を、授業研究、学習環境、人的環境の３要素の整備・
充実から捉え、豊明市の学力充実プランの構築を目指した。

知多市
学習のねらいや自らの考えを書きとめるノート指導を工夫し、
考えを深め合う授業改善に取り組んだ。

安城市
学習への意欲・コミュニケーション力・考える力を高めるため
に、学び合いを中心とした授業づくりに取り組んだ。

蒲郡市
体験的活動や操作活動を授業に取り入れることにより、一人一
人が関わり合い、高め合う授業づくりの工夫に取り組んだ。
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また、平成２６年度も、本県の小・中学校の算数・数学においては、全国に

比べ多くの学校でティーム・ティーチングが実施され（小 74.4%［全国 62.4％］、

中 63.4%［全国 54.0%］）、個に応じたきめ細かな指導が展開されている。

中学校の数学が、全国に比べて下位層が少なく上位層が多い分布となるなど

の傾向が見られており（図表３）、小・中学校を通じた算数・数学における個に

応じたきめ細かな指導が、中学校数学の好結果の一因となっていると考える。

■ 課 題

・ 一律に学習集団の人数が少ないだけで学習成果が上がるものではなく、教科

の特性や子どもたちの成長段階に適した授業形態を工夫するなど、指導方法を

改善することによって学習成果が上がるものと認識しており、少人数学級と少

人数指導を合わせて「少人数教育」を総合的に進めていく必要がある。

【図表２】

全国学力・学習状況調査の項目 校種 ２４年度 ２５年度 ２６年度

「全国学力・学習状況調査の結果
を具体的な教育指導の改善や指導
計画等への反映させた」と回答し
た学校の割合

小学校
52.0%

(国 85.5%)
66.5 %

（国 92.1%）
92.2 %

(国 97.1%)

中学校
38.4%

(国 79.8%)
61.0%

（国 88.7%）
88.8%

(国 95.3%)

【図表３】
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・ 市町村や学校における学力向上の取組の成果が、すぐに調査の得点や学力の

向上として現れることは多くない。今後も継続した粘り強い取組が必要である。

■ 今後の方向性

〈短期的に取り組むこと〉

・ 小学校第１学年・第２学年及び中学校第１学年での少人数学級の実施を継続

するとともに、少人数指導の実施に必要な教員を引き続き配置していく。

・ 平成２７年度も学力向上推進委員会を設置し、全国学力・学習状況調査の結

果について独自に分析を行い、学識経験者や一般有識者の意見を参考にして、

より有効な改善の方向性を示すとともに、子どもたち一人一人の学力向上に資

する取組を展開していく。

・ 平成２６年度の「学力定着に課題を抱える学校の重点的・包括的支援に関す

る調査研究」「学力充実プラン推進事業」の研究成果を分析し、より効果的な取

組がなされるよう、県全体に普及・啓発し

ていく。

・ 平成２７年３月に義務教育問題研究協議

会において作成した「指導者のための若手

教員の育成を図る研修の手引き」を Web 配

信した。

この手引きは、管理職をはじめ、指導的

立場の教員を対象に、新規採用２年目から

６年目までの若手教員の力量を向上させる

方法と研修事例等を掲載したものである。

若手教員が多くの割合を占める本県の特

性を踏まえ、本手引きを活用した教員の指

導力向上により、授業改善を図り、子ども

たち一人一人の学力向上につなげていく。

〈長期的に取り組むこと〉

・ 国の教職員定数改善を踏まえ、少人数学級の実施学年の拡大を含めて、少人

数学級と少人数指導を両輪とした少人数教育をどのように推進していくか検

討していく。

・ 本県の子どもたちが、興味・関心をもって自ら進んで学習することができる

よう、市町村や学校を支援していく。その中で、地域や家庭、大学や研究機関

等と学校が一体となって学力向上を推進していく仕組みづくりを進めていく。

・ 教員の指導力向上のための研修や情報提供に努め、きめ細かな指導によって

子どもたちの基礎的・基本的な学力の定着を図っていく。

（関係課室：財務施設課、義務教育課）

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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～ 私立中学校・高等学校における学力の向上の取組事例から ～

○ 早朝学習、業後学習、土曜日の学習講座を実施            【愛知高等学校・中学校】

○ 保護者対象の授業参観、教員相互の授業参観・研究協議、授業アンケートを実施

【愛知工業大学名電高等学校】

○ 「土曜テスト」（全生徒対象）、指名補習（成績下位生徒に対する補習）を実施

【愛知工業大学附属中学校】

○ ７限授業（特進）、補習（特進＋希望者）、学習合宿（夏期休暇中、１・２年特進＋希望者）を実施

【愛知みずほ大学瑞穂高等学校】

○ 学習遅進生徒に対する国・数・英の講義（１年）、数学グレード別授業（１年）を実施

【桜花学園高等学校】

○ 少人数指導、ＫＩＫＵＫＡ講座（２年５クラス８展開、３年５クラス８展開）、選択授業を実施

【菊華高等学校】

○ 特進コース、躍進選抜コースを各学年各１クラス少人数クラス編成で設置。総合コースで国・数・英

の習熟度別授業を実施。遅進指導として各学期後に時間割を作成し教科指導を実施 【享栄高等学校】

○ 中学３年生で英語の授業を各クラス二つに分けて、少人数授業を実施 【金城学院中学校・高等学校】

○ 普通科アドバンスコースで少人数クラスによる進学に向けた学習指導、e-learning 教材を使用して英

語と数学のレベルアップを目指す                      【至学館高等学校】

○ 主要３教科について、生徒面談での意思確認、保護者面談によって作成する個別の指導計画に基づき、

本人が目指す進路＝目的に合わせたクラス編成「目的別クラス」を編成。土曜授業で受験対策（受験英

語、受験数学、小論文）を行い、高校入試に必要な学力を補完。      【星槎名古屋中学校】

○ 特進エクセレントクラスにおいて少人数教育を実施。さらに、理系希望・文系希望で補習等の内容を

細分化                               【大同大学大同高等学校】

○ 「少人数制・外国人講師による英会話授業」（中学全学年、全員参加、年間週１回）、「少人数制・英語

グレード授業」（高校２・３年生）を実施                 【東海中学・高等学校】

○ 対象者を絞った中学校内容の復習「ブリッジ学習」を実施。Ｅラーニングの導入（１・２年生の一部）。

少人数教育（１年英語コミュニカティブイングリッシュ、３年普通コース選択科目・文理特進コース選

択科目）を実施                               【東邦高等学校】

○ 毎週の確認テスト、合格点に達しない生徒への課題、遅進者への追試指導、長期休暇での進学講座、

授業アンケートを実施                       【名古屋中学校・高等学校】

○ 中学校課程の英語（ネイティブイングリッシュ）で少人数授業を実施（１年生３単位、２・３年生４

単位ずつ）。高等学校課程の英語（ネイティブファカルティ担当）で少人数授業を実施（各学年２科目）。

基礎英数講座の開講（授業後週３日）。英語の４技能向上のために中学校課程 Junior GLP・高等学校課

程 GLP を開講（授業後週２日）。                 【名古屋国際中学校・高等学校】

○ 「スーパーサイエンスラボ」「課題探究」において、約 10 名に一人の指導教諭を割り当て、少人数で

探究活動を実施                           【名城大学附属高等学校】
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○ 特進クラスにおける習熟度別少人数指導、普通クラスにおける長期休暇中の習熟度別補習、生活文化

科における調理実習・被服製作の少人数授業を実施             【愛知啓成高等学校】

○ ＩＴによる教育活動（e-learning）、少人数探究活動（少人数及びペア授業）を実施

【愛知黎明高等学校】

○ 習熟度別授業（１年生数学Ⅰ、英語表現Ⅰ）を実施し、学期ごとに学力の進展を検証、授業に反映

【栄徳高等学校】

○ 少人数教育（普通科国語・数学・英語、情報会計科・家政科・食物調理科３年生国語）、全校統一の学

習コンクール（年６回）を実施                      【修文女子高等学校】

○ コミュニケーション英語Ⅱ、オーラル・コミュニケーションⅠ・Ⅱ、英語Ⅱ（３年英語コース）の授

業１クラスを２クラスに分けて実施、英語Ⅱ(３年普通コース)、英語会話、数学Ⅱ(２・３年)、数学Ｂ(２

年)、生物(３年)、現代文等（２・３年）を習熟度別・少人数で実施、総合的な学習の時間（２年）を１

クラス２人ないし３人の教員で担当                【聖カピタニオ女子高等学校】

○ ティームティーチング（情報：教員２名、外国語：日本人と外国人教師）を実施【清林館高等学校】

○ 数学・英語（高校全学年）において到達度別授業展開を実施。進路希望に応じた少人数選択科目を 15

単位履修（高２・３年）                       【聖霊高等学校・中学校】

○ 少人数教育（特進、一貫コース）、習熟度別授業（３年英語など）を実施。自習のための学習室を運営

（普通科）                            【中部大学第一高等学校】

○ 数学、物理、英語で習熟度別クラス編成。理科・地歴の選択科目を少人数でも開講【春日丘高等学校】

○ 中３英語で習熟度別クラス編成を実施。数学や国語においても少人数で補習や学習合宿を実施

【春日丘中学校】

○ 普通科上位クラスで少人数授業を実施。英語検定・漢字検定・数学検定の受検を奨励

【愛知産業大学三河高等学校】

○ 社会・理科の選択を 30名未満で実施（２・３年）。１年英語表現をティーム・ティーチング（日本人

教師＋外国人講師）で実施。３年英語・美術・音楽選択を 20 名未満で実施 【岡崎城西高等学校】

○ ほとんどの授業を 30 人以下で実施               【南山国際高等学校・中学校】

○ 英語、数学を軸にグレード授業を実施。受験サプリ（リクルート社）を活用した個別学習を実施。Wi-Fi

設置のサテライトルームでの学習を実施                   【桜丘高等学校】

○ 数学級制度（中学数学の復習）を１年１学期に実施。１年スポーツ選抜クラス教科「情報」でＰＣ技

術の習得のために２クラスを３展開で実施                  【豊川高等学校】

○ 大学進学希望者向けの補習を週４回実施。１年は８限、２・３年は８・９限を実施。理科・社会の選

択科目は希望者に応じることで少人数教育として実施           【豊橋中央高等学校】

（愛知県私学協会とりまとめ 平成２７年６月）

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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[図表２：県立高等学校における日本語指導が必要な外国人生徒数の推移]

      18年度 20年度 22年度 24年度 26年度

全日制 22人 31人 42人 54人 49人

定時制 38人 38人 42人 103人 141人

合 計 60人 69人 84人 157人 190人

[図表１:中学校３年時に30日以上欠席し

た生徒数・割合（25年度入学生）］

テーマ８ 「魅力ある学校づくり」

■ 背景(課題) 

本県では、県立高等学校再編整備実施計画（平成１４年度策定）に基づいて、

再編統合により活力ある学校づくりを進めるとともに、総合学科（９校）の設置や

普通科へのコース制（２３校２６コース）の導入、専門学科の学科改編、連携型中

高一貫教育の導入による山間部の地域に根差した人材の育成など、生徒のニーズに

応じた魅力ある学校づくりを進めてきたところである。

しかし、グローバル化や高度情報化の進展、産業構造や就業構造の変化、価値観

やライフスタイルの多様化、地域社会の変容など、社会のあり方が急速に変化して

いく中、将来を担うたくましい人材を育成していくために、一層魅力ある学校づく

りが求められている。

グローバル社会で必要とされる態度や能力の育成と、自己の将来や果たすべき

役割を考えさせるキャリア教育の一層の充実に取り組むとともに、特に、全国一の

ものづくり県である本県では、産業現場で長年にわたって培われた多くの技術・技

能を、しっかりと次の世代に引き継ぎ、ものづくり愛知の伝統を守り発展させてい

くことが求められている。

定時制や通信制の高等学校は中学校時代に不

登校であった生徒（図表１）や特別な支援を必要

とする生徒、日本語指導を必要とする外国人生徒

（図表２）など様々な生徒の学びの場としての役

割を果たしている。

特に、毎年多くの志願者がある昼間定時制課程

における受入体制の整備や日本語指導を必要と

する外国人生徒の学びの場の整備が求められて

いる。

一部地域における生徒数の急減への対応が必

要となっている。

■

関連する施策の実施状況

・県立高等学校教育推進基本計画の策定

上記に挙げた時代の変化や生徒のニーズを踏まえた高等学校づくりを推進す

るために、県立高等学校将来ビジョン検討会議を立ち上げ、「社会のグローバル
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化にどう対応するか」、「世界のものづくりの中心である愛知県でどういった人材

を育てていくか」、「少子高齢社会における教育をどのように進めるか」の３つの

視点から協議を行い、１０年後を見据えた県立高等学校づくりについてのグラン

ドデザインとなる「県立高等学校教育推進基本計画」を平成２７年３月に策定した。

・特色ある学校づくり

国際教養科や国際理解コース、国際コミュニケーションコースの設置、スー

パーイングリッシュハブスクールの指定などによる国際理解教育の推進や、  

スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）の指定校を含む２４校が加盟する「あ

いち科学技術教育推進協議会」での先進的な理数教育の取組、工業高校の教育課

程に地域の企業との連携プログラムを取り入れた「地域ものづくりスキルアップ

講座」の実施など、時代の変化や生徒のニーズを踏まえた、特色ある学校づくり

を行った。

■ 取組の成果

スーパーイングリッシュハブスクールでは、英語の指導

方法の研究や授業研修などをとおして、英語によるコミュ

ニケーション能力の向上を図ることができた。

「あいち科学技術教育推進協議会」で開催した「科学三

昧 in あいち」では、英語で研究発表や質疑応答を行う高

校もあるなど、プレゼンテーション能力やコミュニケーシ

ョン能力、論理的な思考力・判断力・表現力の育成を図る

ことができた。

「地域ものづくりスキルアップ講座」では、産業界のニーズを踏まえた実践的

な技能習得や地域産業界を担う人材の育成に取り組むことができた。

■ 課 題

基本計画に掲げた「１ グローバル社会で活躍できる人材の育成」、「２ キャリ

ア教育と職業教育の一層の充実」、「３ 魅力ある高等学校教育の基盤づくり」、「４

生徒のニーズを踏まえた様々なタイプの高等学校の配置」、「５ 生徒が減少する地

域における対応」の５つの柱に基づく取組を着実に推進していく必要がある。

■ 今後の方向性

基本計画を推進するために、実施計画を策定する。

実施計画の区分 計 画 期 間

第１期実施計画 平成２７年度から平成３１年度まで

第２期実施計画 平成３２年度から平成３６年度まで

〈短期的に取り組むこと〉

・第１期実施計画を、平成２７年末までに策定する。

〈長期的に取り組むこと〉

・国の動向や学習指導要領の改善の方向、さらには、年度ごとの進捗状況を踏

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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まえつつ、弾力的に第１期実施計画を遂行していく。

第１期実施計画の最終年度である平成 31 年度には、第１期実施計画の成果を検

証するとともに、その後の社会の変化や国の動向等も踏まえて、第２期実施計画

を策定する。             （関係課室：高等学校教育課）

《県立高等学校教育推進基本計画の概要》
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～ 私立中学校・高等学校における魅力ある学校づくりの取組事例から ～

○ 生徒や保護者、地域住民を対象にした講座等の開催（土曜日、特別講座・早朝参禅会・映画鑑賞・陶芸
教室等）                              【愛知中学校・高等学校】

○ 先端科学技術入門、サイエンスラボ、Meiden Labo in AIT、愛工大説明会、愛工大による課題研究特別
指導（科学技術科・情報化学科）、モチベーション講座、文系特別講座、理系特別講座、理工系啓蒙プロ
グラム、愛工大接続セミナー（普通科）、愛工大専攻説明会、特別講演会（全体）等の高大連携を意識し
た授業・行事を展開                      【愛知工業大学名電高等学校】

○ 愛知工業大学の教授による理科実験教室（サイエンスラボ）を各クラス年１回実施
【愛知工業大学附属中学校】

○ 高大連携プログラム（愛知みずほ大学、同短期大学部による夏季集中授業）により大学・短大の講義を
体験、単位を認定。強化部活動（卓球・水泳・スケート部）の充実 【愛知みずほ大学瑞穂高等学校】

○ 付属の大学・短大との連携（総合学習（１年）での講演、英語（３年）の出前授業）
【桜花学園高等学校】

○ 毎朝１０分間の全校一斉読書実施。名古屋産業大学・名古屋経営短期大学の教員による授業実施
【菊華高等学校】

○ 総合コースでは、１年次は統一カリキュラムを履修し２年次より３科（普通科・商業科・機械科）に分
かれ、専門科目を履修。商業科でのＷスクール実施、メディアコースでの提携専門学校での授業実施、機
械科の実習授業の一部を提携専門学校で実施、土曜セミナー（年間５回、土曜日を利用し、生徒、教員、
地域一般を対象とした様々な講座を開講）、タウンサークル（学期に１回、地域の方々を招いて学校の活
動状況の報告や地域の要望等の意見交換会を行う）の開催           【享栄高等学校】

○ 出前授業、行事における大学との連携、高大接続連携授業（高３の大学単位の先取り）、授業開発におけ
る大学からの助言                       【金城学院中学校・高等学校】

○ 県内６大学と連携し、普通科・商業科からの大学進学を積極的にサポート。大学見学会、提携大学から
の出張授業、学校行事での大学との交流                 【啓明学館高等学校】

○ ３つの課程、６つのコースで多様な選択肢のある学校、生徒を第一に考えた教育づくり
【至学館高等学校】

○ 英語・数学・国語を習熟度別にクラス編成。ゼミ形式の土曜授業により、「わかる喜び」と「できる喜び」
を体感、自尊感情を高める取組。共同学習により集団の中で協力しあう姿勢を育成。星槎の３つの約束「人
を排除しない」「人を認める」「仲間をつくる」を順守。段階的指導の明確化、家庭訪問等、アウトリーチ
サービスの拡充、ICT 等を活用した学習活動への取り組み状況の把握、学習成果の評価手法の明確化等に
より登校が困難な状態にある生徒への対応を充実              【星槎名古屋中学校】

○ 高大連携教育を実施                        【大同大学大同高等学校】

○ 土曜公開講座「サタデープログラム」（中高生・教員・市民対象、年２回、生徒のべ 2,000 人参加）、研
究＆仕事紹介講座（高校１年生対象、年１回、全員参加）、教育懇談会（中学・高校教員対象、年２回）

【東海中学・高等学校】

○ 普通科「人間健康コース」の新設、愛知大学との教育提携（年間７回、模擬授業実施）、愛知東邦大学で
の「大学模擬授業」実施（１・２年生対象、年１回）、東北工科芸術大学との連携（講演会）、成安造形大
学との連携授業（美術科１・２年生）                     【東邦高等学校】

○ 人工芝グランドでの体育授業・体育祭・球技大会。高校での１年間の留学制度
【名古屋中学校・高等学校】

○ 名古屋商科大学のネイティブの大学教員による英語の授業の実施（高校１年）、テレビ会
議システムを使用した、名古屋商科大学教員による授業（国際機構）の実施（高校３年生）

【名古屋国際中学校・高等学校】
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○ 南山大学土曜セミナー（90 分の講座×２、年１回、女子部高校１年生）、南山大学人類学
博物館へ行こう（２時間、年１回、女子部中学１年生）、東日本大震災被災者支援チャリティー
コンサート（教員生徒有志による協働企画、年１回、女子部） 【南山高等学校・中学校】

○ 学校設定科目「スーパーサイエンスⅡ（普通科２年理系、年５回）での、名城大学理工学
部、農学部、薬学部、総合学術研究所の教授による、先端研究についての講義の実施。大学、
ＪＡＸＡ，核融合研究所などからの講師による、最先端の学術的講義の実施によるキャリア
形成支援                       【名城大学附属高等学校】

○ 生活文化科における、地元の和菓子職人、イタリアンシェフなどによる講習会の実施。地
元のお年寄りを招待する敬老会の実施。専門教科の知識、技術取得のための商業、生活文化
科における愛知文教短期大学との連携。愛知教育大学、教職実践演習履修者の授業参観受入

【愛知啓成高等学校】

○ 学校づくりフォーラムの開催（テーマ：学校改革、参加者：生徒、保護者、教員、地域代表、学識経験
者。地域に根付く、地域と共に歩む学校づくりについて協議。年４、５回開催）。大学との教育連携協定
締結、授業に大学教授を招聘。オープン講座の実施（年２回、市民及び本校生徒、保護者、教職員対象）

【愛知黎明高等学校】

○ 能力、意欲のある生徒を育成するため、大学体験プログラムや講義体験プログラムの実践等の連携につ
いて、平成２６年度末に名古屋学院大学と調印                【栄徳高等学校】

○ 附属幼稚園で保育実習を実施（家政科３年生、年２回）。地域貢献の一環として、「杜の宮
市」、「一宮モーニング博覧会」に参加、１３８ひつじプロジェクトの一環として「ひつじ
のたれ」を考案。地元企業との共同企画として「ベジタブルあられシリーズ」を商品化（食
物調理科生徒）                       【修文女子高等学校】

○ 愛知淑徳大学との高大連携の実施          【聖カピタニオ女子高等学校】

○ 北海道情報大学との連携授業の実施。愛知工業大学との教育交流の実施   【清林館高等学校】

○ 南山大学生による中学生向けチューター学習の実施          【聖霊高等学校・中学校】

○ 中部大学との連携による出前授業や出前実験、入学前教育（３年２学期以降）の実施。福
祉実践教室の開催（年１回）            【中部大学第一高等学校】

○ ＥＳＤ、ＳＧＨの課題探求学習活動を通じた大学教員との連携。今後、高大連携クラスに
よる単位を互換するカリキュラムの開発           【春日丘高等学校】

○ 文化祭、ＥＳＤ、ＳＧＨの学習活動を通じた大学教員との連携   【春日丘中学校】

○ 姉妹校である愛知産業大学との高大連携授業として、「キャラクターアニメーション作成」、
「エコバックの制作」、「映像制作」などを実施（年間１６回×２時間）

【愛知産業大学三河高等学校】

○ 学校設定科目で南山大学総合政策学部の授業を受講 【南山国際高等学校・中学校】

○ 英語教育での愛知大学との連携               【桜丘高等学校】

○ 大学の授業の模擬体験、土曜講座への大学からの講師派遣、芸術鑑賞、豊川海軍工廠学徒
動員戦没者追悼式、大学見学、保護者向け公開授業の実施    【豊川高等学校】

○ 愛知東邦大学、豊橋創造大学、静岡理工科大学との高大連携事業の実施。就職希望者向け
出張講義、大学進学希望者向け出張講義、大学見学会、教員向け面接講習会等。「７つの習
慣Ｊ」プログラムの受講                 【豊橋中央高等学校】

（愛知県私学協会とりまとめ 平成２７年６月）

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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テーマ９ 「特別支援教育の充実」

■ 背景(課題) 

特別支援学校の規模の過大化による教室不足や長時間通学の問題、子どもの障

害の重度・重複化や多様化への対応、小中学校や高等学校等に在籍する発達障害

の可能性のある子どもへの適切な支援・指導、将来自立した社会生活を営むため

の就労支援の拡充、共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育システム（可能

な限り障害のある幼児児童生徒が障害のない幼児児童生徒とともに教育が受けら

れるシステム）の構築など、特別支援教育が果たす役割が一層重要となっている。

・特別支援学校の過大化による教室不足

特に、知的障害特別支援学校において、児童

生徒数がこの１０年で約１．５倍に増加。教室

が不足し、特別教室を普通教室に転用するなど

して授業を行っている（図表１）。

・スクールバスによる長時間通学

肢体不自由特別支援学校のスクールバスの

平均運行時間は１時間を大きく超えており、体

調面への大きな負担となっている（図表２）。

・小・中学校、高等学校における特別な支援を必要とする児童生徒の増加

小・中学校における特別支援学級や通級による指導の対象となる児童生徒数は、

年々増加している（図表３）。

また、文部科学省の調査では、発達障害

の可能性のある児童生徒が、小・中学校

の通常の学級に６．５％、高等学校に

２．２％在籍しているとされている。

■ 関連する施策の実施状況

平成２６年３月に策定した「愛知県特別支援教育推進計画（愛知・つながりプラ

ン）」に沿って様々な施策を展開した。主な施策は次のとおりである。

[図表２:肢体不自由特別支援学校スクールバス利用状況（平成 26 年５月１日現在）]

[図表１:知的障害特別支援学校の不足教室数

（平成 26年度）］

学校名
普通教

室数
学級数

不足教

室数

み あ い 35 46 11
一 宮 東 52 60 8

半 田 59 81 22

春 日 台 56 79 23

豊 川 55 89 34

安 城 63 74 11

いなざわ 46 48 2

佐 織 43 45 2
三 好 61 69 8

区 分 名古屋 港 豊橋 岡崎 一宮 ひ い ら ぎ 小牧

バス利用者数（人）

通学者数に占める割合（％）

36
（23.4）

86
(38.9)

65
(43.3)

80
(57.6)

83
(53.5)

71
(49.3)

63
(52.9)

バス台数（台） 3 4 3 4 4 3 4
平均運行時間：片道（分） 78.3 81.3 88.3 78.8 85.0 90.0 82.5

通学 60 分以上児童生徒数（人）

バス利用者数に占める割合（％）

10
(27.8)

37
(43.0)

15
(23.1)

32
(40.0)

28
(33.7)

43
(60.6)

14
(22.2)

[図表３:小・中学校の特別支援学級、通級指導の対

象者数]

区 分 22 年度 24 年度 26 年度

特別支援学級在籍 7,563 8,261 9,063

通 級 指 導 対 象 2,083 2,854 3,713
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・特別支援学校の整備

教室不足に対応するため、県単独、又は市町村と連携して、特別支援学校の整

備を進めている。

【平成２６年４月開校・開設】

県立いなざわ特別支援学校（知的障害）

県立豊橋特別支援学校山嶺教室

瀬戸市立瀬戸特別支援学校光陵校舎（肢体不自由）

【平成２７年４月開校】

豊橋市立くすのき特別支援学校（知的障害）

名古屋市立南養護学校分校（知的障害）

  【今後の予定】

    県立知多地区新設特別支援学校（知的障害）（平成３０年度）

    県立尾張北東地区新設特別支援学校（知的障害）（平成３１年度）

・長時間通学の解消

  肢体不自由特別支援学校３校（港、岡崎、ひいらぎ）に、各１台ずつリフト付

きスクールバスを増車し、長時間通学の緩和を図った。

平成２６年４月に、県立田口高等学校内に県立豊橋特別支援学校山嶺教室を設

置し、東三河山間地域から通学する生徒の長時間通学の解消を図った。

・一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育の推進

地域の教育資源（幼稚園、小・中学校、高等学校、特別支援学校など）を組み

合わせることにより、子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育を実現する

取組（肢体不自由児スクールクラスターモデル事業）を行った。

・幼稚園、小・中学校、高等学校における支援・指導体制づくり

小・中学校に障害種別の特別支援学級を設置して、一人ひとりの実態に応じた

特別な教育課程を編成した(図表４)。通常の学級に在籍する発達障害等の児童生

徒に対する指導を行うための、通級による

指導教員を配置した。

また、平成２５年度から、小学校で通常

の学級に在籍する発達障害等の児童への支

援・指導方法について研究を進めている。

さらに、管理職や特別支援教育コーディ

ネーター等を対象とした研修の実施や、関

係機関のネットワークづくりのための特別

支援教育連携協議会を開催した。

[いなざわ特別支援学校]

[図表４:特別支援学級 障害種別設置学級数

（平成 26年 5月 1日現在）]

障害種別 小 学 校 中 学 校 合計

知 的 障 害 840 390 1,230

肢 体 不 自 由 51 16 67

病弱・身体虚弱 29 10 39

弱 視 7 1 8

難 聴 11 5 16

言 語 障 害 5 1 6

自閉症・情緒障害 835 359 1,194

合 計 1,778 782 2,560

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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■ 取組の成果

・教室不足の緩和

いなざわ特別支援学校の開校により、近隣の特別支援学校における教室不足が

緩和された（一宮東特別支援学校３１→８室、佐織特別支援学校１９→２室）。

また、平成２７年４月の豊橋市立くすのき特別支援学校の開校により、豊川特

別支援学校の教室不足が大幅に緩和された（３４→４室）。

さらに、半田特別支援学校及び春日台特別支援学校の教室不足を緩和するため

に、平成２７年度には学校の新設に向け、知多地区では実施設計、尾張北東地区

では基本設計を行うこととなった。

・長時間通学の解消

スクールバスの増車により、長時間通学の緩和が

図られた（【例】ひいらぎ特別支援学校・通学時間

６０分以上の児童生徒の割合：６０％→３４％）。

豊橋特別支援学校山嶺教室の開設により、長時間

通学の解消が図られた。さらに、住み慣れた地域で

の自立と社会参加、高等学校と特別支援学校との生

徒相互の自然な交流などが期待されている。

・幼稚園、小中学校、高等学校の特別支援教育に関する校内支援体制の整備

特別支援教育コーディネーターや担当教員等を対象とした研修の実施、個別の

教育支援計画の作成等により、校内支援体制の整備が進んだ。

■ 課 題

・知的障害特別支援学校の教室不足は依然として喫緊の課題

知的障害特別支援学校の児童生徒数は今後も高止まりとなることが見込まれ

るため、教室不足は、依然として課題である。

特に、解消策に着手していない安城特別支援学校及び三好特別支援学校につい

て具体策を検討するとともに、教室不足の解消を図るため、県内にバランスよく

複数の特別支援学校を配置することについても検討していく必要がある。

・肢体不自由特別支援学校の長時間通学の解消

スクールバスのさらなる増車（更新を含む）を検討する必要がある。

・就職率の向上と職域の拡大

  特別支援学校高等部の生徒の就職率は４０％の手前で横ばいの状況が続いてお

り、就職先も製造業に偏りが見られることから、生徒が希望する進路を実現でき

るよう、就職先の開拓や職域の拡大などに努める必要がある。

・幼稚園・小・中学校・高等学校の教育支援体制、人的配置、施設整備の充実

障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した教育支援が強く求められ

ていることから、特別支援教育コーディネーターや担当教員の資質向上、個別の

教育支援計画の活用等をより一層図っていく必要がある。

[豊橋特別支援学校山嶺教室開設式]
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特に個別の教育支援計画の作成率は、県の独自調査で、通常学級の児童生徒で

４４．４％、通級指導の児童生徒で６８．８％と低水準にとどまっている現状が

明らかとなっており、保護者の理解を得つつ、作成率の向上を図る必要がある。

また、小・中学校において、発達障害を含む障害のある児童生徒数が増加して

いることから、特別支援学級の設置、通級による指導担当教員・特別支援教育支

援員等の人的配置の充実、施設等の環境整備が喫緊の課題である。

■ 今後の方向性

〈短期的に取り組むこと〉

・ 半田特別支援学校及び春日台特別支援学校の教室不足を緩和するため、新設

校の整備を進め、平成３０年度（知多地区）、平成３１年度（尾張北東地区）

の開校を目指す。

・ 緊急性の高い学校から順次スクールバスを増車する。（平成２７年度３台予定）

・ 児童の実態に応じた特別支援学級を設置できるように、平成２７年度から、

小学校の特別支援学級の新設基準を改善する。（１人から新設可能）

・ 就職率の向上や職域の拡大等を図るため、特別支援学校高等部生徒の就労支

援を専門に行う「就労アドバイザー」を、拠点となる高等特別支援学校２校に

１名ずつ配置し、関係機関との連携の一層の強化を図る。

また、平成２８年度から、知的障害特別支援学

校高等部に職業コースを設置する。併せて、各校で

職業教育の見直し、充実強化を図る。

・  特別支援教育コーディネーターや担当教員等を対

象とした研修の充実、平成２７年３月発行の、発達

障害等のある児童生徒に対する指導支援方法の指

導事例集の活用などにより、教員の指導力向上を図

る。

・  各学校の個別の教育支援計画等の作成・引継ぎ率

について、引き続き実態把握を行うとともに、平成

２７年３月作成の教育支援リーフレットを活用し

て、向上を図る。

〈長期的に取り組むこと〉

・ 「愛知県特別支援教育推進計画」について進行を管理し、必要に応じて施策

の見直しを検討する。

・ 特別支援学校の教室不足解消の方策について、引き続き検討する。

・ 一般教員向けの基礎的なものから、特別支援教育コーディネーターのさらな

るスキルアップを図る専門的なものまで研修を幅広く行い、平成３０年度まで

に特別支援教育に関する研修への教員の参加率１００％を目指す。

・ 平成３０年度までに個別の教育支援計画等の作成率１００％を目指す。

・ 障害のある幼児児童生徒が十分な支援を受けるための合理的配慮に向けた人

的配置や環境整備の充実について検討していく。（関係課室：特別支援教育課）

[教育支援リーフレット]
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テーマ 10 「持続可能な社会の担い手の育成」

■ 背景(課題) 

平成１４（2002）年に、わが国の提案により、平成

１７（2005）年から２６（2014）年までの１０年間が

「国連ＥＳＤ（持続可能な開発のための教育）の１０

年」と定められ、国連教育科学文化機関（ユネスコ）

がその推進機関に指名された。

これを受けてわが国では、文部科学省内に設置され

た「日本ユネスコ国内委員会」や関係省庁が協力して、

ＥＳＤを推進している。

国連ＥＳＤの１０年の最終年となる平成２６年１１

月には、「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」が本県・

名古屋市で開催された。

学校教育においても、学習指導要領にＥＳＤの理念

が盛り込まれており、社会、理科をはじめとする各教科等が目指す教育活動には、

ＥＳＤの理念に結びつくものが多く含まれている。

■ 関連する施策の実施状況

・ＥＳＤの推進拠点となるユネスコスクールの加盟促進

ＥＳＤをさらに発展・充実させていくため、ＥＳＤの推進拠点であるユネスコス

クールの加盟校を、平成２３年度時点の２校から、平成２６年１１月の世界会議ま

でに５０校以上に増加させることを目標に、説明会の開催や活動事例集による普

及・啓発などの加盟促進を図った。

また、加盟後の積極的な活動を支援するために、加盟校と協働してＥＳＤを実践

する地域団体に対して「ユネスコスクール活動助成金」を交付した。

・教員に対するＥＳＤ研修の実施

平成２５年度から２７年度の３年間、「教員研修の手引き」にＥＳＤ推進の特集

を掲載したり、環境教育、キャリア教育、国際理解教育、健康教育、人権教育の項

目でもＥＳＤに関する取組について記述したりして、ＥＳＤの視点に立った学習指

導を周知した。

総合教育センターの研修講座に、ＥＳＤ推進講座「ＥＳＤを学校教育に取り入れ

よう！１・２」を開設した。

初任者研修においてもＥＳＤの視点を取り入れた環境教育や人権教育などの研

修を行った。

[ESD の概念図]

出典:「ユネスコスクールと持続発

展教育」(日本ユネスコ国内委員会)



55

《ＥＳＤあいち・なごや子ども会議の概要》

参加者 県内の国・公・私立小中学校、特別支援学校６５校の小学５年生から中学３年生

     １２１名

内 容 発足式（７月５日）

     現地学習（７月３１日～８月２２日）

      共通テーマ１日と５つのコース（気候変動・エネルギー、防災、生物多様性（海・

下流域）、文化、生物多様性（山、上・中流域））に分かれて各１日

     グループ討議（９月７日～１０月２６日、４回）

     学校の取組発表（１０月２６日）

     全体会議（１１月１０日）

     メッセージ発表（１１月１２日）

・「ＥＳＤあいち・なごや子ども会議」の開催

平成２６年１１月、本県内で開催された「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」に

併せて、県内の子どもたちが中心となって持続可能な社会づくりについて話し合う

「ＥＳＤあいち・なごや子ども会議」が、ＥＳＤユネスコ世界会議あいち・なごや

支援実行委員会により開催された。

■ 取組の成果

・ユネスコスクールの加盟１５０校以上の達成

ユネスコスクール加盟促進に向けた取組や、ＥＳＤ活動の実績がある地域・学校

への働きかけ等により、平成２６年度末におけるユネスコスクール加盟申請校は、

１５６校となり、当初の目標である５０校を大きく上回る形で達成した。(図表１)。

・学校におけるＥＳＤの視点を取り入れた学習

小･中学校では、総合的な学習の時間や学校行事などを活用して、地域の自然や人、

歴史、産業などを題材に、ＥＳＤの視点を取り入れた学習が進められている。

また、高等学校においても特色ある取組を行っている。

[現地学習（生物多様性（海・下流域））] [メッセージ発表]

[図表１：ユネスコスクール加盟申請状況（校）（平成２７年３月時点）]

幼稚園 小学校 中学校 中高一貫 校 特 別 支 援 学 校 高等学校 大学 合計

3 93 40 2 2 15 1 156

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成



56

・世界会議でのメッセージ発表

「ＥＳＤあいち・なごや子ども会議」で話し合ったことや参加者の思いをメッセー

ジとして、子どもたち自身の手でとりまとめ、世界会議の閉会全体会合で発信する

ことができた。

また、子ども会議に参加した児童生徒一人ひとりが、子ども会議の全体会議で「わ

たしのＥＳＤ宣言」を発表し、その宣言からは持続可能な社会づくりに向けて今後

も取り組んでいく強い決意がうかがわれ、「ＥＳＤあいち・なごや子ども会議」を

とおして、持続可能な社会づくりを担う人材の育成を行うことができた。
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《ＥＳＤあいち・なごや子ども会議参加者の「わたしのＥＳＤ宣言」（抜粋）》

・私はＥＳＤ子ども会議を通し、地球はこわれかけていることを知りました。これからも

みんなが地球で暮らすために、私はこの地球に住む一人として、地球温暖化のことを

もっと知り、みんなに広めます。

・将来、教師になって生徒にＥＳＤを伝えるために今、知識を増やします。

・自然と共存するためには、いろんな生物の生態を知り、住み処や環境を整える必要があ

ることが分かりました。だから、ぼくも、積極的に保全活動に参加したり、地域のホタ

ルを守るために、学区の人や友達と話し合っていきたいです。

・私は地域の人を大切にします。私は子ども会議で地域の人がいなければ、私たちは安全

に暮らしていけないことを学びました。だから、地域の活動に参加して、たくさんの地

域の人と仲良くなりたいです。

■ 課 題

・ユネスコスクール加盟校の活動への支援、ＥＳＤの普及・啓発

持続可能な社会の担い手の育成に向けて、世界会議終了後もＥＳＤの取組が継続

して実施されるように、ユネスコスクールの活動を支援していく必要がある。

全県でＥＳＤ活動が実践されるように、ユネスコスクール加盟校以外にも広くＥ

ＳＤの理念等の普及・啓発を行っていく必要がある。

■ 今後の方向性

〈短期的に取り組むこと〉

・ 「ユネスコスクール交流会」を開催し、県内のユネスコスクールの児童生徒や、

教員同士の交流を深めたり、県外ユネスコスクールへの児童生徒の派遣を行った

りし、各学校のＥＳＤ活動の一層の促進及び質の向上を図る。また、活動事例集

を作成・配布し、ＥＳＤの取組についてユネスコスクール加盟校以外にも広く普

及・啓発を図る。

・ 先進的なＥＳＤ活動を行っている大学やＮＰＯなどからユネスコスクールに講

師を派遣し、ＥＳＤ活動の充実を図る。

・ 大学、ＮＰＯ、公民館などの団体、機関との連携によりユネスコスクールの活

動を支援する「ユネスコスクール支援会議」を設置する。

〈長期的に取り組むこと〉

・ 「ユネスコスクール交流会」を継続して実施するとともに、中部ＥＳＤ拠点（Ｒ

ＣＥ中部：大学、企業、行政、ＮＧＯ／ＮＰＯなどによる協議会）と、県教育委

員会・県内ユネスコスクールが連携をすることで、持続可能な社会づくりを担う

グローバルな人材を育成する。

（担当課室：生涯学習課、高等学校教育課、義務教育課）
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～ 私立中学校・高等学校におけるＥＳＤの取組事例から ～

○ ゴミの分別の徹底とそれに伴う作業や物品の改善（通年、全生徒・全職員）。地域の廃品

回収への協力（毎月第三土曜日、吹奏楽部生徒を中心とした生徒・職員）、生徒会主導に

よるペットボトルキャップ回収運動（通年、全生徒・全職員）

【愛知みずほ大学瑞穂高等学校】

○ １年総合学習での「新聞切り取りまとめ学習」の実施    【桜花学園高等学校】

○ 高等学校ＥＳＤコンソーシアムへの参加（平成２３年度～）、国際理解、国際支援、地域

貢献、地域連携の取組を実施           【金城学院中学校・高等学校】

○ ユネスコスクール加盟校として、「名古屋空襲７０回忌」を実施し、平和について学習。

生徒ユネスコ委員会を発足。環境省「Fun to share」に参加し、環境を大切にするエコマ

インドを持った生徒を育成                 【東邦高等学校】

○ 平成２６年１１月にユネスコスクールとして認定。経済活動と貧困をテーマに、フィリ

ピン国際理解研修やフェアトレード活動、災害支援活動等を実施。ユネスコスクール全国

大会でのポスター発表及び ESD ユネスコ世界会議あいち･なごやでのポスターセッション

に参加。                   【名古屋国際中学校・高等学校】

○ ＳＧＨインドネシア研修（普通科国際クラス１年）、ＳＧＨアメリカ研修（普通科国際ク

ラス１～３年）、ＥＳＤユネスコ世界会議併催イベントポスター作成

【名城大学附属高等学校】

○ 林間学校研修の一環として学校創立当時の卒業生が植林した学校林を見学し、命の大切

さ、環境保全について考える機会としている。インターアクトクラブの活動の一環として、

発展途上国の現状調査・研究を行い、募金活動及び物品回収等の活動を実施。ネパール支

援物資（文具等）の呼びかけ、地球温暖化及びエコに関する調査研究報告、花いっぱい活

動の実施                         【愛知啓成高等学校】

○ 普通科に、ＥＳＤに取り組む探求コースとして、環境問題と向き合う「自然探究」、「地

域活性化を試みる「地域探究」、国際理解教育を柱に据えた「国際探究」を設置しＥＳＤ

の授業を展開。学校と地域が一丸となりエコキャップ収集を実施 【愛知黎明高等学校】

○ 中部大学と連携したＥＳＤ活動。総合的な学習の時間にＥＳＤに取り組む講座を開設。

課外活動としてＥＳＤ部を設置。絶滅危惧種「ウシモツゴ」を飼育

【中部大学第一高等学校】

○ 「持続可能な街づくり」を学校全体のテーマとして、修学旅行先の沖縄、シンガポール、

オーストラリアで、平和、環境エネルギー、経済、社会福祉等の分野において班別テーマ

学習を行いながらＥＳＤを実践                【春日丘高等学校】
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（愛知県私学協会とりまとめ 平成２７年６月）

○ ユネスコスクールとして「多文化共生」をテーマにＥＳＤ学習を実施 【春日丘中学校】

○ 東北支援ボランティア活動（年３回）、豊橋駅前での募金活動（毎月）、原爆の残り火の

保存塔のある学校として生徒平和委員会活動           【桜丘高等学校】

○ 全部活動が様々なボランティア活動に取り組む         【豊川高等学校】

○ 平成２６年度にユネスコスクールに加盟。毎月の委員会ボランティア活動「リアカー・

パトロール」と夏季休業中の有志ボランティア活動「リアカー・ボランティア」を軸にＥ

ＳＤを推進。地域の清掃活動を通してゴミのない社会の実現を考える。多数の生徒が外部

団体主催のボランティア・イベントに参加      【豊橋中央高等学校】

第３章 学習意欲の向上・確かな学力の育成
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■ 効果指標の達成状況

指標：全国学力・学習状況調査で「学習意欲」に関係する項目に肯定的に答えた児童
生徒数の割合（小・中学校）

目標：全ての項目で全国平均を上回る。(毎年度)

【平成２６年度の状況】

◆小学校では、すべての項目で目標を下回っている。

◆中学校では、「学校の授業時間以外に、普段(月～金曜日)、1 日あたり 1 時間以上勉

強していますか。」と「数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がな

いか考えますか。」の項目で目標を達成した。

◆なお、「学校で好きな授業がありますか。」の項目は平成 24 年度から実施されてい

ないが、類似の項目として、「国語の勉強は好きですか。」、「算数(数学)の勉強は好

きですか。」、「英語の学習は好きですか。」の各項目について、中学校で「数学の勉

強は好きですか。」の項目が全国平均を上回ったが、他の項目については、小・中

学校とも全国平均を下回った。

※学力・学習状況充実プランで示した方策が各小・中学校で実行できるよう、今後も支援

を継続していく。

■全国学力・学習状況調査（文部科学省）の結果

小 学 校 22 年度 23 年度 24年度 25 年度 26 年度 27年度

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、

1日あたり1時間以上勉強していますか。

本県 56.2% ― 54.0% 56.6% 56.0%

全国 58.2% ― 59.5% 63.2% 62.0%

学校で好きな授業がありますか。
本県 93.3% ― ― ― ―

全国 94.0% ― ― ― ―

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分

の考えを話したり、書いたりしていますか。

本県 58.1% ― 59.7% 57.4% 58.9%

全国 60.1% ― 61.3% 59.4% 61.4%

算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に

解く方法がないか考えますか。

本県 ○79.8% ― ○79.3% 79.6% 79.1%

全国 78.9% ― 79.1% 79.7% 79.4%

中 学 校 22 年度 23 年度 24年度 25 年度 26 年度 27年度

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、

1日あたり1時間以上勉強していますか。

本県 ○70.3% ― ○70.8% ○71.8% ○71.2%

全国 66.2% ― 66.4% 68.6% 67.9%

学校で好きな授業がありますか。
本県 ○80.7% ― ― ― ―

全国 80.3% ― ― ― ―

国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分

の考えを話したり、書いたりしていますか。

本県 43.2% ― 47.3% 48.5% 51.3%

全国 45.8% ― 50.4% 52.2% 56.1%

数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に

解く方法がないか考えますか。

本県 ○65.5% ― ○67.1% ○67.3% ○68.4%

全国 64.9% ― 66.3% 66.9% 67.4%

※○は、目標を達成している項目である。

※23年度は東日本大震災の影響により「全国学力・学習状況調査」は見送りとなった。
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【参考】

■全国学力・学習状況調査（文部科学省）の結果

小 学 校 22 年度 23 年度 24年度 25 年度 26 年度 27年度

国語の勉強は好きですか。
本県 60.2% ― 61.5% 55.7% 57.3%

全国 62.1% ― 63.0% 57.9% 59.2%

算数の勉強は好きですか。
本県 63.6% ― 63.6% 65.4% 64.3%

全国 63.8% ― 64.9% 66.2% 66.1%

英語の学習は好きですか。
本県 ― ― ― 74.6% ―

全国 ― ― ― 76.2% ―

中 学 校 22 年度 23 年度 24年度 25 年度 26 年度 27年度

国語の勉強は好きですか。
本県 56.8% ― 56.6% 55.4% 56.1%

全国 57.2% ― 58.6% 57.7% 58.2%

数学の勉強は好きですか。
本県 53.1% ― 51.4% 55.9% 57.1%

全国 53.3% ― 52.1% 55.5% 56.6%

英語の学習は好きですか。
本県 ― ― ― 50.9% ―

全国 ― ― ― 53.0% ―

指標：高大連携を実施している高等学校の割合

目標：５０％(平成２７年度)

【平成２６年度の状況】

◆前年度に引き続き目標を達成した。

※今後も、「高大連携マッチングサイト」を活用しつつ、キャリア教育や理数教育

などさまざまな場面で、大学等の専門的な学びを通した学習意欲の向上に取り

組んでいく。

■本県独自の調査結果

年 度 21年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27年度

実施率 19.2% 42.7％ ― ○74.8％ 76.2％

※○は、目標を達成している項目である。



62


